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東日本大震災
被
災
地
に
届
け
て
い
ま
す
！

被
災
地
か
ら
の

一
時
避
難
者
受
け
入
れ

【
義
援
金
】

　

多
く
の
皆
さ
ん
か
ら
お
預
か
り
い

た
し
ま
し
た
義
援
金
は
、
日
本
赤
十

字
社
を
通
じ
て
被
災
地
に
届
け
て
い

ま
す
。
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

な
お
、
こ
れ
ま
で
に
町
で
お
預
か

り
し
た
義
援
金
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
４
月 
11
日 
現
在

２
２
，１
６
１
，４
１
９
円

　

引
き
続
き
義
援
金
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
。
町
民
の
皆
さ
ん
の
あ
た
た

か
い
ご
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

「
義
援
金
」名
目
の
詐
欺
に
ご
注
意
を

　

東
日
本
大
震
災
の
「
義
援
金
」
名

目
を
装
っ
た
詐
欺
に
は
、
く
れ
ぐ
れ

も
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
募
金
箱
設
置
場
所
】

・
役
場
本
庁
舎
1
階
受
付

・
保
健
セ
ン
タ
ー

・
国
府
支
所

・
生
涯
学
習
館 

・
図
書
館

・
図
書
館　
国
府
分
館

・
郷
土
資
料
館

・
ふ
れ
あ
い
会
館

・
福
祉
セ
ン
タ
ー
さ
ざ
れ
石

・
横
溝
千
鶴
子
記
念
障
害
福
祉
セ
ン

タ
ー
「
す
ば
る
」

・
横
溝
千
鶴
子
記
念
子
育
て
支
援
総

合
セ
ン
タ
ー
「
め
ば
え
」

・
世
代
交
流
セ
ン
タ
ー
さ
ざ
ん
か
荘

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

【
救
援
物
資
】

　
４
月 
４
日 
現
在

２
０
，５
８
１
点

　

世
界
こ
ど
も
財
団
及
び
神
奈
川
県

を
通
じ
て
被
災
地
へ
送
り
ま
し
た
。

　

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

◎
問
い
合
わ
せ

　

保
険
福
祉
課　

☎
内
線
３
１
４

　

町
で
は
、
被
災
者
を
支
援
す
る
た

め
、
被
災
地
か
ら
の
一
時
避
難
者
の

受
け
入
れ
施
設
を
左
記
の
と
お
り
設

置
し
て
い
ま
す
。

【
一
時
避
難
者
受
け
入
れ
施
設
】

○
世
代
交
流
セ
ン
タ
ー
さ
ざ
ん
か
荘

　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー 

・
定
員　

約
50
名

・
期
間　

５
月
31
日（
火
）ま
で

・
受
け
入
れ
環
境　

浴
室
、
ト
イ
レ
、

毛
布
（
※
食
事
は
各
自
対
応
）

○
横
溝
千
鶴
子
記
念

　
障
害
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
す
ば
る
」

・
定
員　

約
２
名

・
期
間　

５
月
31
日（
火
）ま
で

・
受
け
入
れ
環
境　

浴
室
、
ト
イ
レ
、

毛
布
（
※
食
事
は
各
自
対
応
）

◎
問
い
合
わ
せ　

危
機
管
理
対
策
室

　

☎
内
線
２
４
１

〜考えよう！！私たちにできること〜
　被災地の一日も早い復興に向け、今、私たちに出来る
ことを続けましょう。

節電にご協力を
○使っていない部屋の電気は消しましょう。
○使っていない電化製品のコンセントは抜いておきましょう。
○電子レンジ、洗濯機、炊飯器などの消費電力の高い

機器は、ピークタイムをずらして使用しましょう。
○冷蔵庫には物を詰め込み過ぎないようにしましょう。
　このほか、自動車の使用を控える、節水するなどの
ご協力をお願いします。

ごみの減量化にご協力を
　ごみを処理するため、多くの電力や燃料などが必要で
す。ごみの量を減らすことは、被災地に向けて私たちが
日々の暮らしの中で毎日できる支援です。ごみを出すとき
は、分別を徹底し、ごみを減らす工夫をしましょう。
　私たちが、日々の暮らしの中で、節電に努力し、ごみ
の減量化を続けていくことは、確実に、被災地のチカラ
になります。

〜町は全力をあげて復興を支援しています〜

▲役場１階に設置された募金箱


